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広報担当やリポーターが、皆さんのところにおじゃまします。
地域の行事など、身近な情報をお寄せください。
問地域づくり振興課　広報くじ担当　☎ 52‒2116　FAX 52‒3653

大石　純夫
リポーター

梅沢　政隆
リポーター

大久保勝男
リポーター

小渡   正利
リポーター

大切に思う心を育てる
人権の花運動 ９月２日

鉢に花を植える児
童ら

太鼓教室が「北奥羽ナニャドヤラ大会」に参加！　８月18日

少年野球大会 ９月３～18日 パワーリフティング選手権大会優勝 ９月８日
７月16日～18日に第27回ジャパンクラシックマスター
ズパワーリフティング選手権大会が北上総合体育館で開
催されました。40歳～49歳の部、男子59㎏級に出場した
下
しも や し き

屋敷亘
わたる

さんが、スクワット170㎏、ベンチプレス105
㎏、デッドリフト215㎏の３種目の合計490㎏を持ち上げ
見事優勝を納めました。10月９日～15日にカナダのセン
トジョーンズで開催される世界クラシックマスターズパ
ワーリフティング選手権大会に出場します。
９月８日、市長を訪れ優勝を報告。「体育館と自宅で

トレーニングを重ねてきました。何とか優勝したい気持
ちで挑み優勝することができました。世界大会は時差も
あるので不安な点もありますが、日頃の力が出せるよう
に頑張りたいと思います」と力強く抱負を述べました。

日頃の練習の成果を発揮

１／パワーリフティングを始めるきっかけや世界大会に向けての抱負を述べる
下屋敷選手　２・３／ジャパンクラシックマスターズパワーリフティング大会
の様子を説明し、賞状とメダルを披露　４／市長に笑顔で報告

賞状や優勝旗を受
け取るメンバーら

チーム一丸となって

夏井小学校で、盛岡在住のバイオリニスト川
かわむら

村伸
の ぶ こ

子さ
んと、ピアニストの志

し だ か

鷹美
み さ

沙さん、チェリストの髙
たかはし

橋麻
ま

理
り こ

子さんによる演奏会が行われ、全校児童と保護者らが
参加。プロの演奏を聞き入りました。川村さんは「音楽
の世界を共有できてうれしかった」と笑顔で語りました。

侍浜小学校２年17人が、人権の花運動を実施しました。
土を入れたあとに鉢をもち上げる作業に悪戦苦闘しなが
らも、人権擁護委員と一緒に花を植え、命の大切さや思
いやりの心を学びました。越

こ し ど

戸咲
さ な

名さんは、「きれいで
長続きする花になってほしいです」と元気に述べました。

楽しくバードカービング
バードカービング教室 ８月24日

山根市民センターのバードカービング教室が開催され、
山根・小久慈地区から14人が参加。全６回の教室で羽行
英雄さんから丁寧に指導を受けました。参加者は、シナ
ノキを使い、彫刻や色付けなど真剣な表情で山雀を完成。
和気あいあいと楽しく製作を行いました。（大久保）

好みの止まり木に
乗せた山雀を手に
する参加者

オープン参加の部
に初出場！

ドキドキわくわく行ってきました！

長内市民センター太鼓教室の参加者７人は、大川目太
鼓のメンバーと一緒に洋野町で開催された北奥羽ナニャ
ドヤラ大会に出場。初めての場所や体験にドキドキしつ
つも、練習の成果を披露し、心から大会を楽しみました。
貴重な体験は次年度につながる事業となりました（大石）

やさしい音色に耳
を傾ける児童ら

地元の元気プロジェクト
久慈秋まつり助成金目録贈呈式 ９月２日

目録を手にする山
本会長と横山支社
長（左）

1

フリークライミング教室

自分の手足だけを
使って攻略

市民体育館自主事業 9月10日

市体育協会は、各種スポーツ大会や運動教室などさま
ざまな自主事業行っています。２階ではクライミングウ
オールを使って体験教室を開催。参加した久慈小４年の
青
あおやま

山新
し ん じ

司さんは「登った時の達成感が楽しい。将来はオ
リンピック選手になりたいです」と声を弾ませました。

第17回久慈市長旗争奪少年野球大会兼第48回ちびっこ
野球大会が行われ、９チームが参加。久慈湊オリオンズ
が優勝を納めました。キャプテンの湊

みなと

一
か ず ま

馬くんは「バッ
ティングがうまくつながりました、みんなで声を出し合
い頑張ったので、うれしいです」と笑顔を見せました

２

３４

文化芸術による子ども育成事業芸術家派遣 　９月７日
心に響く生演奏

明戸海岸の震災遺構を見学
土から知る郷土の歴史講座・災害編 ９月11日

夏井市民センターの講座に地域民11名が参加。三陸鉄
道を利用し、景色を堪能しながら田野畑村の「明戸海岸」
に出掛けました。三陸ジオガイドからの説明を受け「東
日本大震災」で決壊した防潮堤などを見学。津波の怖さ
を改めて確認した有意義な講座となりました。（梅沢）

明治三陸大津波で
海から400㍍運ば
れてきた津波石

まちなかを丁寧に
ごみ拾い

祭りの後もまちをきれいに

久慈秋まつりの翌日、中心市街地で高校生まちおこし
団体Ｉ

い ん す ぱ い あ

ＮＳＰＩＲＥと久慈秋まつり実行委員の７人が、
ごみ拾いを行いました。久慈高等学校３年の大

おおみち

道さくら
さんと大

おおつぶらい

粒来花
は な

菜さんは「華やかな祭りの後もきれいな
町にしたいと思い実行しました」と述べました。

中心市街地をごみ拾い 9月18日

北いわて気候みらい会議2022 ９月３～18日

９月18日さんりく基金を活用した、北いわて気候みら
い会議がロイヤルパークカワサキで行われ、14人が参加
しました。講師は日本ファシリテーション協会の徳田太
郎氏。脱炭素を実現した未来の視点から現代を見る手法
のワークショップでは、活発な意見が交わされました。

未来の視点から脱炭素を考える

次回は10月31日㈪
13時～久慈グラン
ドホテルで開催

▶参加申し
込みはこちら

　明治安田生命保険相互会社が久慈秋まつり実行委員へ
助成金24万円を寄贈しました。贈呈を行った同社盛岡支
社横山幸司支社長は「３年ぶりの秋まつりに寄付をする
ことができ、うれしく思う。今年は展示型の開催と伺っ
ているので、ぜひ活用いただきたい」と述べました。




